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1.はじめに 

 企業や大学の研究室では，あるプロジェクト

やテーマについて新たなアイデアを創出し，そ

れを成果へと昇華させる知識活動が日々行われ

ている．この知識活動を個々人の活動や作業を

中心に捉えると，その活動の中で，メモ（覚書） 

を書くことは個人の思考を顕在化する最も一般

的な行為である．また，個人での活動において

そのアイデアに関連する画像を収集したり，ア

イデアを視覚的に表現するために手描き図など

を作成する．これらのコンテンツは，日々の活

動を記録したログとして，進捗報告やアイデア

出し，およびそのブラッシュアップを目的とし

たプロジェクトのミーティングの場で議論のき

っかけとして提示され，その情報を基に会議参

加者と議論を行う．そして，話し合われた内容

から得られた知見に基づいて，自らの仕事や研

究を遂行していく． 

個人の活動とミーティングを相互補完的に進

めるためには，日々の活動ログを容易にミーテ

ィングに提示できることはもちろん，ミーティ

ングで得られた知見を個人の活動ログに取り込

み，その内容やその知見を得るに至った議論の

過程を思い出し，理解を深めながら，日々の活

動を行っていく必要がある． 

しかし，ミーティングの議事録は，議題とな

る内容とそこで起こった議論の結論のみを書き

記した要約であるため，個人がその議題を提出

するに至った背景情報や議論の結論に至るまで

の過程といった，議論のプロセスを理解するた

めに有用な情報を含んでいない．  

そこで本研究は，ミーティングの資料であるメ

モから議事録であるボードコンテンツへの文章

の引用関係を利用し，メモに含まれる議論の対 

象になった内容の前提情報や議論の詳細な過程 

 

 

 

 

 

 

 

を，議事録へのアノテーションとしてミーティ

ング後に利用可能にし，議事録とアノテーショ

ンを同時に閲覧できる仕組みを実現した．これ

により，ミーティング内で行われた議論内容の

理解促進を目指す． 

2.CTS システム 

我々はこれまで，このような個人の知識活動と

短いスパンで行われる小規模で定期的に行われ

るミーティングを共に支援するためのシステム

として，知識活動支援システム Continuous 

Thinking Support システム（以下，本システム）

の研究・開発を行ってきた[1]． 

図 1に，本システムの構成を示す． 

本システムは，iSticky，コンテンツサーバー，

TimeMachineBoard[2](以下，TMB)の 3 つから構

成される．iSticky は，日々の活動内容やアイデ

アを記したメモや画像，手描き図などのコンテ

ンツの作成・閲覧を支援するアプリケーション

で，タブレット端末上で動作する．iSticky で作

成されたコンテンツは，コンテンツサーバーと

呼ばれるデータベースサーバーで保存・管理さ

れる．TMB は，アイデアのブラッシュアップや

プロジェクトの進捗報告など継続的に行われる

ミーティングにフォーカスした会議支援システ

ムで，ボードと呼ばれる大型ディスプレイにテ

キストや図を提示し，それらを適宜操作しなが

ら議論を行う．そして，議論終了時のボードの

状態を，ボードコンテンツと呼ばれる議事録と

して記録する． 

本システムでは，iSticky に TMB のクライアン

トとしての機能を持たせることで両者を連携さ

せている．具体的には，iSticky で作成したコン

テンツを TMB のボードに提示し，操作を行うこ

とができる．また，TMB が記録したボードコンテ

ンツを iSticky で閲覧し，その内容をメモに引

用することができる． 

以上の仕組みにより，個人の活動とミーティ

ングの繰り返しによる知識活動を支援する． 

3.引用関係を利用した自動アノテーション 
 本システムでは，メモやボードコンテンツの

一部を別のコンテンツに引用する際，その引用

関係を文脈情報としてコンテンツサーバーに記

録している．この文脈情報を利用して，ミーテ 
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図 1. CTSシステムの構成 

 

ィングに引用した個人のメモの詳細な内容を，

ボードコンテンツのアノテーションとして自動

的に付与する仕組みを実現した． 

 ミーティングに引用したメモの内容は，コン

テンツサーバーを経由してミーティングのメン

バ間で共有することができる．このとき，引用

した内容に加え，その内容の前提となる情報や，

そのミーティングでの議論内容の書き起こしな

ど，メモに含まれる引用内容に関係する情報を

同時に共有することができる．この共有した内

容は，引用先のボードコンテンツのテキストと

の間の文脈情報によって，そのテキストへのア

ノテーションとして自動的にボードコンテンツ

に関連付けられる． 

 このようにして付与されたアノテーションは，

iSticky 上でボードコンテンツと同時に閲覧する

ことができる．図 2 にボードコンテンツの閲覧

インタフェースを示す．このインタフェースで

は，ボードコンテンツのイメージを拡大縮小し

ながら閲覧することができ，過去のミーティン

グ内容を振り返ることができる． 

また，図 2 の画面下部にリストアップされて

いるアノテーションを選択すると，関連付いて

いるボードコンテンツ内のテキストがハイライ

ト表示される．このように，ボードコンテンツ

のどの部分にどのような内容のアノテーション

が付与されているかを考慮しながら，ボードコ

ンテンツを閲覧することができる． 

4.評価実験 

 ボードコンテンツとアノテーションを同時に

閲覧することで，過去に行われたミーティング

の議論内容の理解が促進されるかどうかを検証

する実験を行った． 

 実験内容としては，まず，筆者が所属する研

究室の学生 6 人に本システムを利用して日々の

活動やミーティングを複数回行ってもらい，そ

の中で作成された各被験者のメモやボードコン

テンツ，付与されたアノテーションを記録した． 

 
図 2. ボードコンテンツの閲覧画面  

 

その後，ミーティングの実施から 1 ヶ月の間

隔をおいて，被験者に対して，各々が参加した

ミーティングでの議論内容に関する問題を出し，

「ボードコンテンツのみを閲覧しながら」「ボ

ードコンテンツとアノテーションを同時に閲覧

しながら」という 2 種類の状況下で，それぞれ

自由記述形式で解いてもらった．そして，それ

ぞれの場合での解答量および正解率を比較した． 

 実験の結果としては，ボードコンテンツとア

ノテーションを同時に閲覧しながら解答した場

合の方が，ボードコンテンツのみを閲覧した場

合に比べて，解答の量が多く，正解率も高かっ

た．このことから，アノテーションを同時に閲

覧することにより議論内容のより詳細な想起が

行われたと考えられる． 

5.まとめ 

 本研究ではコンテンツ間の部分引用関係を文

脈情報として利用し，個人の活動ログであるメ

モを議事録へ自動アノテーションし，それらを

同時に閲覧する仕組みを実現した．この仕組み

により，過去のミーティングを振り返る際に，

より詳細に議論内容を想起できることを確認し

た． 

 今後の展望としては，文脈情報を利用したコ

ンテンツグラフによる知識活動の経緯の可視化

や，引用関係で関連付けられた複数コンテンツ

の要約などへの応用が考えられる． 
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